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町
制

施
行

三
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

昭

和
二
十

九
年
こ
一
月
一
二
十

一
口

、

県
下

に
先

が
け

、
藤
田

町

、
小
坂

村
、

森
江

野
村

、
大
木

戸
村

、
大

技
村

の

一
町
四

ケ
村

が
合

併
し

。
国
見

山

、

国

兄

峠
な

ど
の
地

名
を

と
り

、
国
見

町
が

麗
生
し

、
以

来
、
一
二
十
年

を
経

過

し

ま
し
た

。

町
制

施
行
一
二
十
周

年
記

念
式

典
は

、

六

月
二
日

、
午

前
十

時

か
ら
、

町
民

体

宵
館

で
、
町

。
町

議
会

、
各

種
団

体

の
代
表

。
来

賓
の

県
や

郡
内

の
首

長

。
議
会

議
長

、
そ

れ

に
表
彰
者

ら

合

わ
せ

て
四

百

入

が
出
席

し
て

行
わ

れ

ま
し
た

。

佐
藤

善
咆

工
門

町

長

が
式
辞
を

述

ぺ
、
菊
地

政
治
町

議
会

議

長
の

あ

い

さ

つ
の
あ

と
、
歴

代

町
長

ら
功

労
者

百
六

十
六

入
に

感
謝

状
、

ま
た

、
今

年
度

町
規
定

表

彰
者
十

七
人

に
表

彰

状

が
贈
ら

れ
ま
し

た

。

来

賓
の
亀

岡
高

夫
代

議
士

、
知

事

代
理

の
平
原
正

道
県
地

方
課

長
、
亀

岡
義

彦
県
議

、
県

町
村

会
長

の
半

沢

栄
一

郎
月
舘

町
長

ら

が
祝
辞

を
述

べ

ま
し

た
。

斎

藤
栄
吉

県
議

の
抒

頸
で

陀
杯
し

、

祝
宴
で
一
二
十
年

の
歩

み

を
振
り

返
り

な
が

ら
、
和

や
か

に

歓
談
し

ま
し
た

。

町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
　
式
辞

本
日
こ
こ

に
国
兄
町
制
施
行

二
十
周
年

紀
念
式
典
を
雛
行

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ

、

来
賓
の
昏

々
様

に
は
何
か
と
ご
多

端
の
折

柄
お
繰
り
｀
口
せ
の
上
多
数
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り

か
た
く
厚
く
お
礼

申
し
上

げ
ま
す
．

さ
で
当
町

に
む
き
ま
し
て
は
関

係
各
方
而

の
格
別
の

ご
指
導
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、

町

村
合
併
促
進
法
に
よ
る
県
内
の
モ

デ
ル
と
し
て
、
昭
和
一
．卜
九
￥

ミ
ー月
三

十
一
日

、

藤
Ⅲ
町
．
小
坂
材
．
森
江

野
村
、
大

木
戸
村

、
大
技
村
の

Ｉ
町
四

ヶ
村

が
対
等
合
併
を

な
’』
、
新
町
国
見
の
誕
生
以
来
本
年

を

も
っ
て
満
．二
卜
年
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
．

こ
の
間
困
難
な
財
政
哄
倩
の

も
と
で
、
生

活
基
盤
、
産
裏
基

盤
は
も
と
よ
り
．
学
校
．

役

場
庁
舎
の
建
設
や
町
民
の
生
活

環
境
整

備
の

た
め
の
各
種
施
設
も
年
と
と
も
に
整
備

し

、
希
望
に
潤
ら
だ
明
る
く
豊

か
な
住
み
よ
い
町

と
し
て
前
進
し
て
お
り
ま
す
．

今
日
の
国
兄
町
が
あ
る
の

も
．
新
町
の

発
足
以
来
国
兒
町
の
ゆ
る
ぎ
な
い
基
礎
を
築

か
れ

る
た
め
に
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽

力
陽

っ
た
歴

代
の
町
長

さ
ん
を
は
じ
め
議
会
議
員

の
皆
々
様
．
町
職
員
関
係

各
位
、
そ
し
て
町
政

に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
一
万
二
千
町

民
の
郷
士
萱
の
発
露
に
対
し
深
く

敏
意
を

表
し

火
心
よ
り
感
謝
を
申
し
ｈ

げ
る
次
第
で

あ
り

ま
す
．

当
国
見
町
は
呶
北
自
動
車
道

路
、
更
に
は
東
北
新
幹

線
の
通
遇
に
よ
り
、
今
や
町

の

様
相
も
人
き
く
変
貌
し

、
町
と

い
た

し
ま
し
て
も
こ

れ
に
対
応
し
た
地
域
開
発

と
近
代

的
な
町
づ
く
り
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
更
に
一
歩

進
め
て

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い

を
商
め
、
豊
か
で

活
力
あ

る
町
づ
く

り
を
幕
調
に
．
充
実
躍
遠
の
時
朗

と
し
て
位
置
づ

け

、
来
る

べ
き
．
．卜

一
世
紀

に
向

っ
て
人
間
性
豊
か
な
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ

る
地

域
社
会
の
創
造
を
目
桁
し
て
、
さ
ら
に
強
力
な

施
策
を
癢
鬨
し
て
ま
い
り

た
い
と
思

い

ま
す
．

現
在
町
で
は
町

制
施
行
一
二
十
周

年
の
関

速
事
業
と
し
て

、
上
野
周
辺
を
運
動
公
園
と

し
で
開
発
す
べ
く
酋
手
し
、
こ

の
四
月
に
は
勤
労
者
体
育

タ
ノ
タ
ー
が
完
成
し
、
本
年

は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
建

設
と
、
将

米
は
町
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
整
備
す
る
と
と
も
に
、

観
月
台
公
園
の
周
辺
を
町
民
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
と
し
て
文
化
施
験
を
設
置

し
、
教
育
と
文
化
を

高
め
希
望

に
満
ち
た
町
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
た

い

と
思

い
ま
す
、

二

部
略
一

払
は
本
日

の
式
典

が
、
三

十
歳
に
違
し

た
国

兒
町
の
ま
す
ま
す
の
伸
長
発
展
と
、
町

瓜
襠
阯
増
遠
の
一
里
塚
と
な

る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
な
お

．
爾
の
奮
励
努
力
す
る
こ
と

を

お
繋

い
い
た
し
ま
し
て
式
辞
と

い
た
し
ま
す
．



町
政
施
行
三
十
周
年
記
念
式
表
彰

◇
特
別
功
労

▽
歴
代
町
長

故
半

沢
殷

保
　

（
初
代

町
長

）

政
章
井

畑

直
衛

（
二

代
町

艮

）

取
関

口

適
孝
　

（
一
二
代

町
長

）

▽
歴
代
議
長

故
武
見
弥
八
郎
（
初
代
議
長
）

奥
山
亀
一
　
（
二
代
議
長
）

故
大
沼
酉
治
　

？
一
代
八
代
議
長
）

故
東
海
林
一
郎
（
六
代
議
長
）

▽
歴
代
助
役

八
轡
亀
寿
　
（
四
代
助
役
）

秦
　
三
郎
　
｛
五
代
助
役
｝

▽
歴
代
収
入
役

奥
山
忠
雄
　
（
二
代
収
人
役
）

▽
歴
代
教
育
長

岩
谷
唯
近
　
（
四
代
敦
育
長
）

遠
－

金
六
　
（
五
代
敵
育
長
）

▽
医
療
行
政

本
宿
　

尚

（
公
立
藤
田
病
院

長
）

◇
善
行
特
別
功
労

佐

髏
曹
次

郎
（
文

化
活

動
振

興

）

菊

池
昌
二
　

（
森

林
行

政

）

菊
池

利
雄
　

（
郷

上
史

研
究

活

動

）

高
橋
友

義
　

（
畜

産
振

興

）

鈴
木

美
一
　

｛

社
会

教

育
活
助

｝

内

池

和
子
　

（
読

黔‥
活
助

）

国

見
町

納
税

貯
霽

祖
合

連
合

会

（

納
税

思
想

の
粹

及
高

揚

）

国
見

ラ

イ
オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ

（

豊

か
で
明

る

い
町
づ

く
り

）

福

鳥

侶
用

金
庫
｛

行

財
政

｝

東

北
電
力

株

式
会
社

（
防
犯

活
助

）

◇
功
　
労

▽
謨
Ｉ
（
十
二
年
以
上
在
職
者
）

宍
戸
三
郎
　

賀
籘

貞

詼

聹
忠

美
　

松

浦
義

男

（
以

上

現
）

佐

野
正

治
　

大

濆
政

吉

小
林
正

夫
　

遠

麗
喜
平

佐

藤
元

一
　
　

佐

騁
新
七

奥
山

福
太

郎
　

渋

谷
貞
一

佐
久

間
正

寛
　

松

浦
喜
一

郎

（
以

上
元

）

▽
農

集
委

員

ン
　・
　（

　
い
上
在

戰
者
一

引
地
　

孝
　

菊
地

太
三

（
以

上
呪

）

佐
久

間
直

次
　

菅

野
喜
一

紺
野

忠

蔵
　

佐

藤
喜
二

郎

（
以

上
元

）

▽
監

査
委
員
｛

卜
．
一
年
以

上
在

暇
有
一

本
田
吉
助

▽
民
生

委
昊

「
十

二
叭
」以
Ｌ

在

職
者

）

曳
地
曹
作
　

佐
野
市
郎

佐
麗
マ
サ
イ
　
朝
内
ひ
で

村
上
（

ツ
ヨ
　
　

（
以
上
現
）

佐
久
間
い
ち
　
奥
山
シ
マ

ハ

島
福
太
郎
　
　

（
以
上
元
）

▽
消
防

団

靈
一
十

一

缶
」以
上

在

職
者

）

樋
口
弥
太
郎
　
林
　
元
治

大
波
治
男
　

後
麗
魯
伸

（

次

ベ

ー

ジ

ヘ

ー

昭
和
五
卜
九
年
六
月
二
日

国
兇
町
長
　

佐

藤

善
右
工
門

祝
　
　

辞

国
兇
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
に
あ
た
り
、
ひ
と
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
述

べ
た

い

と
存
じ
ま
す
。

国
兄
町
が
昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日

。
一
町
四
ヶ
村
の
対
等
合
併
に
よ
り
、
国

見
町
制
を
施
行
い
た
し
ま
し
て
か
ら
早
く
も
。。
。卜
年
の
呱
霧
が
過

ぎ
去
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

屶
時
伊
達
管
内

に
は
一
こ
十
二

の
町
村

が
ご
ざ
い
ま
虍
た
が
、
国
の
方
針
に
よ
り
、
町

村
を
統
合
し
、
行
政
の
効
率
化
と
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
日
的
の
も
と
に
、
町
村
の

介
併

が
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

特

に
わ
が
町
は
。
県

ご
当
局
の

ｎ`
併
モ

デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け
、
伊
達
郡
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
合
併
し
、
斯
し
く
国

兒
町

が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
あ
れ
か
ら
三

卜
年
、
こ
の
川
幾
多
の
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
、
む
陰
様
を
も
ら
ま
し
て
、
生
活
環
塊
づ

く
り
、
産
業
の
振
興
、
教
育
文
化
の
高
揚
な
ど
の
諸
施
策
、
嘔
袰
の
実
現
に
努
力
し
、

豊
か
で
住
み
よ
い
町

と
し
て
酋
実
に
発
展
し
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
ご
同

慶
に
た

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
偏
え
に
福
鳥
県
ご
当
Ｍ

の
温

い
ご
指
４

と
、
本
町
の
今
日
の
繁
栄
の
礎

を
筍

か
れ
た
、
大
光
輩
諸
賢
の
英
知
と
、
弛
み
な
い
努
力
の
鵬
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ

に
改
め
て
深
μ

な
る
敬
彦
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
町
瓜
各
位
の
ご
理
解
あ
る
力
強

い
ご

支
援

に
対
し
ま
し
て
も
、
衷

心
よ
り
厚
く
感
謝
を
巾
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
日
は
、
町
政
の
振

興
発
展
の
た
め
に
多
大
の

ご
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
歴

代
の
町

四
役
、
議
会
話
長
を
は
じ
め
議
会
議
μ

、
農
夐
委
Ｑ
、
消
防
団
μ

な
ど
、
各
層
に
わ
た

る
多

く
の
方
々
の
ご
功
績

に
対
し
ま
し
て
、
町

か
ら
堆
掌
状
と
併
せ
、
・
町
表
彰
規
定

に

簾
づ
く
裏
彰
状
が
授
に
’「

さ
れ
ま
し
た
が
、
授
彰
さ
れ
た
眥
さ
ん
方
の
、
在
職
中
に
尽

さ

れ
た
ご
功
労
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
‘″
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

輝
か
し

い
国
兇
町
制
施
行

。．ｊｒ
周
年
を
迎
え
、
私
共
町
議
会
も
議
決
機
関
と
し
て
の

機
能
を
存
分
に
兇
押
し
、
執
行
部
と
共
に
、
小

の
両
輪
の
ご
と
く
、
町
政
発
展
の
た
め

に
！

に
努
力
を

い
た
才
決
息
で

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
￥

に
あ
た
り
、
先
駆
者
の
遺
業

を
銘
記
し
、
更

に
躍
進
す
る
た
め
、

町
民
皆
様
方
の
絶
人
な
る
ご
協
力
を

む
噸

い
巾
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
限
り
な
い
ご

繁
栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
凡
卜
九
昨
六
月
一
ぱ

国
兄
町
議
会
議
長

菊

地

政

治



一
向

ヘ

ー

・‘

―
り

」

武
田
　
孟

武
田
　
衢

熊
坂
栄
一

村
上
公
月

菅
野
秀
一

林
　
初
男

佐
壥
正
雄

佐
久
間
寿
助

徳
江
喜
一

佐
藤
鑞
哉

長
谷
川
正
男

鈴
木
正
治

詼

騁
英

治

岡

崎
長
平

渡

辺
富

男

大

津
昭

一

佐

久
間

政
雄

佐

靜
俊

一
郎

擯

山
庄
市

近

野
富
多

（
以
上

現

）

菅

野
贅

郎

粛

聹
　

涓

高

橋
釣

記

阿

部
和
平

次

（
以
上

元

）

▽
町
職
員
（
ニ
ト

ー
年
以
上
在
職
者

）

佐
藤
知
子

武
田
富
刃

佐
麗
幸
子

佐
藤
正
吉

松
涌
京
子

天
野
英
子

大
沼

勉

大
浪
敏
男

佐
藤
光
一

山
田
　
久

佐
騁
肝
二

高
檎
喜
久

赤
坂
正
勝

松
浦
幸
雄

渡
辺
　
等

大
内
正
美

鈴
木
捷
治

大
波

健

佐
騁
春
夫

佐
野
良
治

八
鳥
忠
雄

清
水
良
男

井
砂
研
二

▽
部
落
会
長
（
ト

ー
年
以
上
在
職
者

）

吉
田
勝
由

鴨
田
安
歎

渡
辺
茂
吉

高
橋
丑
蔵

▽
納
税
貯
蓄
組
合
長
｛
十

’
ｍ
｝以
Ｌ

在
職
占

‘

佐
麗
久
兵
衛

菊
地
譱
吾

仲
野
周
一
郎

佐
久
間
勇
治

宍
戸
己
吉

吉

田

忠

吉

四

田

濤

作

（

以

上

現

）

岩

城

健

治

吉

川

弥

吉

（

以

上

元

）

▽
国
民
年
金
組
合
長
（
ト
ニ

午

以
Ｅ
　

在

職
者

）

安
聘
正
重

遠
藤
正
一

（
以
上
現
）

凧
坂

キ
ク
（
元

）

▽
保
健
委
宍
（
十
二
年
以
Ｌ
在
職
名
）

一
条
直
右
工
門

佐
髏
義
雄

熊
坂
　
正

村
上
紹
男

小
鳥
義
吉

岩
崎
新
一

▽
母
子
保
健
推
進
委
ｎ

（
卜
二
年
以

上
在
職
者
）

奥
山
美
津
子

阿
部
ヨ
シ

詼
蒹
イ
ク
ヨ

阿
郎

照
子

安
聹
ト

ヨ

（
以

上
現

）

横
山

キ
サ

ご
兀
）

▽

統
計

調
査
員
（
三
十
年
以
１
在
職
者
）

佐
藤
俊
雄

阿
部
重
男

小
林
福
治

佐
麗
充
作

菊
地
憲
七

安
藤
良
一

佐
藤
長
寿

斎
藤
罸
代
太

蓬
田
正
敏

高
梨
正
広

▽
ａ

菓
改
良
推
進
員
（
卜

二
年

以
上
　

在
職
占

）

赤
坂
兼
治

熊
坂
初
男

佐
藤
次
男

仲
野
周
一

安
藤
　

進

佐
驛

拓
三

｛
以

上
現

｝

吉
内

吉
蔵

（
以
Ｌ

元

）

▽
生
活
改
良
推
進
委
員
（
卜

二
年

以

Ｌ

在

職
占

）

佐
藤
キ
ス

▽
財
産
区
管
埋
委
員
（
卜
二

年
以
上

在
職
者

）

斎
藤
太
助

松
浦
長
明

須
田
兼
遣

斎
麗
英
郎

玲
木
　
正

長
谷
川
太
郎

谷
津
一
男

（
藤

川

）

佐
久

岡
孝

雄

（
以
ｈ

入
山

）

（
元

人
山

）

佐
藤
　

勝

斎
藤

忠
太
郎

後
麗
　

博

（
以

土
大
木

戸

）

▽
体
育
指
御
委
員
（
十

二
年
以

上
在

職
名

）

菅
野
文

男
（
現

）

八
巷
忠
一

高
木
万

作

｛

以

・
上

冗

｝

▽
保
護
司
（
十
二
年
以
上
在
職
者
）

佐
久
間
岩
吉

▽
牧
野
組
合
（
十
二
年
以
上
在
職
者
）

安
蕁
留
作

敬
称
略

松
浦
さ
ん
ら
十
七
人

町
政
功
労
者
表
彰

町
表
彫
規
程
に
基
づ
く
、
昭
和
丘

十
九
年
度
町
政
功
労
者
お
よ
び
善
行

者
に
対
す
る
表
彰
式
が
、
町
制
施
行

ご
了

同
年
配
念
式
典
と
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
規
程
は
、
町
の
扱
興
な

ど
に
靫
献
さ
れ
た
方
々
の
功
労
お
よ

び
粹
行
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

で
卜
八
回
目
を
迎
え
ま
す
。

受
彰
如ｎ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
功
労
表
彰

▽
松
浦
芳
藏
（
町
膿
会
議
貝
）

▽
志
村
諱
＝
匸

農
業
委
貫
）

▽
佐
久
間
英
明
（
　

夕
　
　
）

▽
阿
郎
恒
夫
（
消
防
団
員
）

▽
菅
野
一
郎
（
　

々
　
　

）

▽
吉
田
貞
遺
｛
町
職
ｎ

｝

▽
佐
久
間
靖
明
｛

々

｝

▽
蘭
地
孝
吉
（
　
〃
　

）

▽
佐
竹
弘
治
（
　

心
　
）

▽
須
田
善
治
｛
　

彦
　
｝

▽
小
池
芳
男

’

φ
　
）

▽
松
涌
英
夫
｛
　

広
　
｝

▽
斎
藤
隆
義
（
　
〃
　

）

◇
善
行
表
彰

▽
佐
藤
徳
治
｛
納
税
貯
蓄
組
合
長
｝

▽
幕
田
政
雄
｛
　
　
　

々
　
　
　

｝

▽
八
轡
志
逸
（
　
　
　

々
　
　
　

）

▽
佐
藤
徳
遣
｛
々
少
年
健
全
膏
成
｝

敬
称
略



佐
久
問
岩
吉
さ
ん
に

東
北
管
区
行
政
監
察
局
長
表
彰

行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
行
政
相
験

ｌ
ｎ

の
呑
嘱
を
受
け
て
い
る
佐
久
間

岩
吉
さ
ん
｛
Ｌ
卜
九
歳
一

は
、
こ
の

た
び
、
行
政
柵
談
参
ｎ

と
し
て
行
政

に
対
す
る
苦
情
の
解
決
に
尽
力
し
た

楽
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
托
卜
九
年

度
東
北
管
区
行
政
監
恥
‥
川
長
衣
彰
を

受
け
ま
し
た
。

佐

久
川

さ
ん

は
、
昭

和
．・
．卜
儿
年

四
月

、
行
政

相

談
昏
口

の
委

嘱
を

受

冖

で

か
ら

、
川
．

県

、
巾
町
付

な

ど

の
行

政
機
関

、
公

社

、
公

川

な
ど

に

対
す

る
皆

さ
ん
の

片
情

・
要

望
・
川

い
合

わ
せ
の

申
し

出
を

受
け
．

関
係

機
関

に
辿
絡

す

る
な
ど

し
て
解

決
し

て

い
ま
す
．

佐
久

問
さ

ん
は

、
住
民

の
よ

き
川

談
扣
手

と
し

て
の

活
躍

が
槊
ま

れ
ま

弋

藤
川

字
北
一・
ぺ

の

．

酋
八

丘
－

‘
で

０
．
．．

吉
田
勝
由
さ
ん
に県

知
事
表
彰

県
内
の
各
種
功
労
占
を
顕
彰
す
る

福
島
県
知
事
表
彰
が
、
五
川
八
一日
に

行
わ
れ
、
町
納
悦
貯
蓄
糾
合
連（
口
会

長
の
吉
Ⅲ
勝
由
さ
ん
（
宮
町
北
・
じ

十
二
歳
）
が
、
納
咬
功
労
占
と
し
て

松
ｆ
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

占
川
さ
ん
は
、
こ
卜
年
間
、
宮
町

北
部
一
浩
納
楔
貯
蓄
組
合
長
を
勤
め
、

そ
の
問
、
昭
和
四
卜
匕
年
か
ら
町
納

睨
組
合
連
合
会
長
、
福
島
地
区
納
税

貯
驀
組
合
連
合
会
副
会
長
、
福
島
県

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
嘔
と
し
て
、

納
税
思
想
の
倅
及
と
納
税
牟
の
向
Ｌ
。

と
り
わ
け
、
十
六
年
連
統
個
人
町
県

民
税
の
完
納
に
尽
力
さ
れ
た
功
哨
を

詔
め
ら
れ
、
県
知
事
表
彰
と
な
り
ま

し
た
。

新
し
い
町
政
モ
ニ
タ
ー
が
決
ま
る

昭
和
五
卜
九
年
度
の
町
政
モ
ニ
タ

ー
の
力
々
が
決
ま
り
、
五
月
卜
瓦
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
役
場
会
議
室

で
、
委
嘱
状
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
町
政
に

関
す
る
町
民
の
意
兄
、
要
望
な
ど
を

広
く
取
り
入
れ
て
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
昨
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

町
政
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
藤
田
地
区

四
名
、
小
坂
・
森
江
野
・
大
木
戸
・

大
枝

の
各
地
区

二

名
ず

つ
合
計

十
二

名
の
方

が
、
五

月
十

五
日

付
で

委
嘱

さ
れ

ま
し

た
。
モ

ニ

タ
ー
の
方

々
は
、

来
年
四

月
一
。一
十

日

ま
で
の

一
年
間

、

町

政
の

あ
ら

ゆ
る
分

野

に
わ
た

っ
て

活

躍

さ
れ
ま
す

。

新
し

い
町
政

モ
ニ

タ

ー
の
方

々
は

次
の

と

お
り
で

す
。

佐藤　公子さん
{ 石毋田才弁天沢17の２}

奥山美津子さん
く藤田字 北22 ）

荒木　輝征さん
｛山崎字 熊 ／前８｝

遊佐　保平さん
( 藤旧 字 太ｲ  ･ 女 円の 凵

佐野　一子さん
( 娘 江字北畑 45 》

吉田　勝基さん
(森 山字 東新 田 41)

佐藤　玲子さん
（泉剛字 平林 ７）

野村　和夫さん

(小坂字板橋24)

佐藤　和子さん

(西大技字牛沢21)

佐藤　洋一さん
( 西大岐 字原 鍛治23 〉

岡田　ヂンさん
（ 貝田字寺 脇９〉

八島　健一さん

( 高城字北32)



護 月 間
７月１日～31日

七
月

は
、
河

川

愛
護
月

間
で

す
．

私
た
ち

の

ま
わ
り

に
は

、
大

小
の

た
く

さ
ん
の

河

川

が
あ
り
．

私

た
ち
の

生
活

に

、
深
い

か
か

わ
り

を

も
っ
て

い
ま

す
．

そ

れ
ら
の

河
川

は
、
き

れ
い

で
し

ょ
う

か
？

、

そ

れ
と

も

、
汚

れ
て
い

る
で

し

ょ
う

か
り・

こ

れ
ら

を
判

定
す

る
の

に

、
ふ

つ

う
、
Ｐ

Ｐ
Ｍ

、
Ｐ
Ｈ

、
Ｂ

Ｏ
Ｄ

（
生

勧
化

学
的
酸

素
要
求

量
）

な
ど
．

私

た
ち

素
人

に
は

わ
か

り
に
く

い
専

門
用
語

が
便

わ
れ
て

い

ま
す

県
で

は
、
こ

れ
ら

に
代

わ

る
も
の

と
し

て
、

河
川

に
生

息
す

る
生
物

の
種

類
で

「
き

れ
い

な
水
‐‐
　
「
汚
れ
た

水
‐‐

を
判

定
し

よ

う
と

、
今

年
か

ら
三

年

が
か
り
で

調

査
を

開
始
し

ま
し

た
．

こ

れ
ま
で
の

試

験
紙
や

薬

品
を
便

っ
て

の

「
理
化

学
的

水

質

調

査
」

に
代

わ
り

、

『
生
物

学
的
水

質

調
査

』
と

呼

ば
れ

、
町

で

は

、
河
川

愛
護

月
間
に

先

だ
ち
、

去

る
五
月

二
十

三
日

、
主

要

河
川

十
一
ケ

所
で

こ
の

調

査
を
実

施
し

ま
し

た
．

結
果

は
別

表
の
と

お
り

で

す
．

こ

れ
て

み

る
と

、
か
な

り

汚
れ
て

い

る
水

が
多
い

よ
う

に
思

わ

れ
ま

す
．
サ

ワ

ガ
ニ
．

ヨ
コ

エ
ビ

な
ど

が
す

む

、
き

れ
い
な

河

川
を

、
私

た
ち
み

ん

な
で
と

り
戻

し

ま
し

ょ
う

き
れ
い
な
水

や

や
き
た

な
い
水

か
な
り

汚
れ
て

い
る
水

き
わ

め
て

汚

れ

て

い

る

冰

▲トンボの幼虫（ヤゴ）



河 川 愛

河 川に生 息 する生 物調べ
調 改 河 川 お よ び川 所 生　　　　　　　　　　　　 物

１
l;　　　 泉　　　 川

ぐ旧小坂･1人川付近）

サワガニ１　ヘビト ンボの仲間３　カゲロウ類４

カワゲラ簡３

２
沌　　　　　　　　 川

(西堂 の 合推皿)

コカゲロウ26　トビケラ２　ヒ1ﾚ２

ヘビトンボ｛マゴタロウムシ）２

３
屯　　 讀　　 院　　 川

(蘰 Ⅲ 字 中 沢)
ヒ|ﾚ８　 ミズムシ３

４
淬祓川・佐久間川合流点

(徳 汪 字 前 原)
匕1ﾚ５　ミズムシ７　トビケラ類５

５
沢　　　 Ⅲ　　　 堀

(価　 川　字　北〉
ヒル１　 オオユスリカ（ アカムシ）８　 ミズムシ２

６
沌　　　　　　Qめざめ　川

(  語 Ⅲ 才 )
ヒル３　 カゲロウ顛４　 ミズムシ14

７ 潸
（森山 字堀 ノ内

尸ll ヒル２　 ミズムシ９

８
武　　 士　　 沢　　 川

吹 木戸 字細 藏）
ガガンボカゲロウ23　ヤゴ１

９
牛　　　 沢　　　 川

(岩 淵 遺 跡 下)
ゲンゴロウ類の幼虫ｌ　 ミズムシ９　トビケラ粨１

10
牛　　　 沢　　　 川

(西 大技 字築 舘)
ヒル５　ミズムシ19　カゲロウ類２

Ｈ
沌　　　　　　　　 川

(阿武 隈 川河口)
ヒル２　ミズムシ１　 カゲロウ飢１　トビケラ類１

▲カゲロウとトビケラ



愛
の

献
血
に百

四
十

名

斤
川

卜
目

、
献

血

バ
ス

が
来
町

’
）
、

農
協
本

所
前

、
役

川
前

、
岡

見
心
’ｒ

前
、
宮

町
南

の
沢
川

酒
川

前

の
四

か

所

で
献

血
活

動
を

行

い
ま
し

た
。

今
川

は
、

初
の

試
み

と
し

て
、
喞

袰

所
以

外
の

場
所

も
取

り
入

れ
、
ま

た
、
国

見
ラ
イ

オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ

ー収

朿

義
弘

会
長

）
や
町

商
ｒ

会

な
ど
の

協

力
で

、
酉
川

卜
名

（
巾

し
込

み
肖

は
μ

。Ｅａ
卜
。
。。名

）
の
万

々
が
献

血
を

し

て
く

だ
さ

い
ま
し

た
Ｉ

ご
協
力

あ

り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
し
た

。

年

々

、
献
血

を
す

る
人

が
川

え
て

い
ま
す

が
、
交

通
事

故
の
川

卸

や
、

医
療

技
術

の
進
歩

に
什

ご
・ｙ

血

液

の
需

要

は
こ
れ

か

ら
も
、

ま
す

ま
す

増
加

す

る
と
ｆ

鯉

さ
れ
ま

す
。

献

血
は

．
卜

六
歳

か
ら
μ

卜

四
辺

ま
で

の
み
で

、
体

亟

が
外
ｆ

で
四
卜

瓦

㎏
以
ｈ

、
夊
ｆ

は
四

卜
に哺
以
ｈ

、

薬
を

服
川

し
て

い
た

り
、
妊

娠
中
で

な

い
健
康

な
方

な
ら

ど
な

た
で
も
献

血
を

卞
る

こ
と

が
で

き
ま
す
．

ま
た
、

献
血
を

す

る
こ

と
に
よ

っ

て
、

健
康
管

理

と
病
気

の
？
川

発
‥ｙ
’．

ｐ

防

に
も

役
、ｆ．
ち
ま

す
．

．
川

の
探

血
ほ

は
ｌ
ａ

心
一
ｔ

孔

ぴ
ん

約

．
本

分
一

で

、

．
．
～
．
．．時
間

険

に
は
血

液

ほ

が
回

復

い
た
し

ま
す
．

次
回

の
献

血

バ
ス
の

末
町

は
、
匕

川

Ｉ
ト

目
の
ｆ

定

と
な

っ
て

い
ま
す

の
で

、
み

な
さ

ん
の

ご
協
力

を
お
願

い
い
た
し

ま
す
．

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同

・
敬
祢
略

）

木
庄
野

畊
　

．

ｔ

沢
　
ア
サ
Ｆ

材

Ｌ

健
　

．

後

藤

徳

良

鳥

橋
　
　

力

占

Ⅲ

誠

司

佐

藤

裝

火

斎

藤

ト
　
ヨ

小
ｙ

川
　
　

隆

実

沢

敏

子

陛
久
閥

弘

美

佐

藤

京

子

佐
久
間

利

信

松

村

光

二

蠅

月

辰

也

藤

川

道

夫

大

町
　
　

恵

長

山

誡

之

大

竹
　
ツ
　
・
Ｉ

隍

川

国

枝

渭

肝

篇

雄

佐

蒔

光

大

菊

地

政

志

菅

野

祝

子

葡

地

国

光

佐

藤
　
　

逮

遠

藤

弘

子

岡

崎

長

市

菊

地

ト
　
ヨ

本

間
　
　

鄒

蓬

田

笑
美
’ｒ

松

浦

惣
　
．

膏

野

昭

雄

松

浦

市
人
郎

原

田

卜
・『
／
エ

徳

江

愽

典

占

旧

キ
ヌ
Ｆ

菊

地

典

子

古

川

キ
　
ミ

佐

藤
　
　

力

小

野

良

夫

星
　
　

と
よ
子

鈴

木

広

茂

鈴

木

信

也

膏

野
　
　

浩

森
　
　

晴

ｆ

五
十
嵐

秀

樹

朽

木

優

ｆ

村

上

紀
芙
’ｒ

菊

地

明

美

安

椣

ト
シ
ェ

市

山
　
ふ
じ
子

鳥

檎

政

味

渡

辺

ヤ
イ
予

佐

藤

孝

文

占

Ⅲ

吹

夬

須

Ⅲ
　
　

昭

佐
久
間
　
ツ
ヤ
ｆ

安

西

幸

産

佐

藤

邦

誰

八

島
　
一
　
成

曳

地

正

葵

安

４

光

典

佐
々
木

孝
　
一

渡

辺

正

義

高

橋

勝

美

曳

地

義

信

乗
　
　

喜

。
郎

吉

田

と
き
子

人

森

忠
次
郎

大

森

京

子

武

川
　
ア
ヤ
子

丿

沢
　
　

鬯

国

玲

邦

栄

樋

口

祁

雄

宮

崎

美
恵
子

來
海
林

忠

雄

朿
海
林
　
一
　
樹

樋

口

金

雄

野

村

富
美
子

人

田

乗
。二
郎

武

田

秀

子

村

ｈ

永
　
一

商

鳴

敏

夫

八

島

和

子

西

村
　
　

男

佐

藤

朝

子

高

橋

庄

次

膏

野
　
　

実

半

澤

俊

岬

ｔ

沢

和

江

後

鱗

澄

雄

伊

藤

隆

夫

小

幡

噸
　

．

菊

地

多
笑
’ｒ

樋
　
囗

真

弥

後

藤

忠
　
．

佐
久
間

勝

ｆ

膏

野

保

夫

小

畑

稚

春

坂

眼

義

弘

佐

藤

紀

子

佐
久
間
　
　

付

佐

藤

三

男

渡

部

嗷

忠

須

賀

惣

二

高

鳴

良

夫

本

田

桂

’ｒ

鈴

木

敏

弘

宇
佐
美

武
比
古

樋

口

久

弥

徳

江

喜
一
郎

村

木

ト
　
ヨ

高

橋

光

男

八

鳥
　
マ
ツ
ヨ

佐
久
川

尚

子

高

橋

和

子

市

川

公

子

松

浦

チ
　
イ

斎

藤

敏

枝

麻

生
　
　

至

武

川

良

子

本

田

政

子

菅

野

久

雄

佐
久
間

郁

子

遠

藤

窈

正

佐

野
　
　

功

国

分

次

雄

引

地

由

則

小

野

糾

将

小

池

芳

男

古

田

貞

男

谷

潭

富

夫

遺

田

恭

子

山
　
田
　
　

久

安

田

博

三

菊

地

富

子

大

波
　
　

健

吉

田

吉

夫

羽
根
Ⅲ

孝

司

らた人のフラクズンオイラるけかぴ呼を力ａ１血歌

歌血中の人から

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

山
田
さ
ん

昭

和
瓦

卜
九
年

度
の
県

政

モ
ニ

タ

ー
に
山
田

恭
ｆ

さ
ん

（
大

町
北

・
二

ト

ー
歳

）
が
委
嘱

さ
れ

ま
し

た
。

こ
の
制

度
は

、
県
政

に
関
す

る
県

民
の

意
見

、
要
望

な
ど

を
組
織

的
、

継

続
的

に
聴
取

し
。
行

政
の
参

考

に

資
す

る
た

め

に
設

け
ら

れ
た
も

の
で

、

任
期

は

。
年
間
で

す
。
黒

田
忠

一
さ

ん

か
ら
六

月
一
日

で
バ
ト

ン

タ
ッ
チ

さ
れ

ま
し

た
。

明

る
く

活
発

な
中
に
も

。
音

楽
鑑

賞

と
読
占

が
趣
味

と

い
う

山
田

さ
ん

、

向
こ

う
一
年

間
、

県
の
仕

事
へ

の
意

‥‥ｙ
’、

要

望

な
ど
を

提
出
し

た
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
答
え

、
県
民
代

表

の
一

人
と

し
て
活

躍

さ
れ
る
こ

と
に

な
り

ま
ｔ

。



ふるさとの文化財
③

町指定天然記念物

義 経 の腰掛松
菊　 池　 利　 雄

石

毋

川

の

字

了

松

に

町

指

定

の

天

然

記

念

物

［

義

経

の

腰

掛

松

］

が

あ

る

．伝

え

に

よ

る

松

叭

の

む

・
一
り

は

、

淤

治

の

乱

二

石

九
．一

に

敗

れ

た

源

筏

朝

の

子

で

あ

る

ｔ

片

九

－

陳

義

経

’・

が

、

奥

州

の

商

人

金

心

り

占

次

に

什

な

わ

れ

て

、

ず

以

の

藤

原

均

衡

を

た

よ

っ

て

の

束

ド

り

の

折

、

路

隋

に

生

え

て

い

た

小

松

に

腰

夕
．
か

Ｉ

で

、

ひ

と

休

み

し

た

と

の

故

ぶ
″
に

山

末

卞

る

と

い

わ

れ

る

が

定

か

で

な

卜

初

代

の

松

は

、

束

西

卜

九

川

二
．．卜

四

λ

ｍ

一

南

北

ト

ベ

川

、
．
卜
．
．
‘
べ
ｍ

‐‘

高

さ

が

．
尢

．
．
．
尺

、
四

ｍ

匸

‘
本

の

人

幹

か

ら

川

万

に

繁

茂

ｊ

・
り
肢

ぷ

り

が

、

笠

を

沃

せ

た

影

に

廴

’
、
以

’
‐

い

た
こ
と

か
ら
吸

峨
と

七

い
わ
り
．
．．几

録
の
仙

け
川
什

絵
図

に
Ｌ
ね

ば
、

現

在
の
松

し
り
！
．
．
川

り

は
ビ
廴

丶

ミ
、

巾
側

に
俥

ひ

だ
戝

は
西
田

卜
．鬩
４
．ま

た

い
だ
冫

ご
捐
か

か
れ

ぐ

ぃ
る

‥乂
政
四

乍

・
惑

．匸

刀
・へ
冂

、

修

暇
片

某

が
．
こ

の
限

に
蒭
タ

ーイ

ハ

ｔ

蚌
退
冶

の
だ

め
た
丶
犬

４

’
み
Ｉｙ
．’．

Ｊ
ミ

、

陰
に
燃

廴
ｊ

い

勹

≒

あ
た

ら
Ｘ

松
を

柚

ら
し
て

’
‐
ま

．
だ

付
廴

た
ら

は
こ

わ
を
冊

’‐・
み

芦’丶
丶

え

政

六
吊

二
（
．て
ご

卜

冂

に
信

人
川

の
Ｌ
Ｚ

吋
口

・．現
福

島
巾

‘
の

阪
．帥

竡
口
ｙ

ｌ
衛

門
に

り
、
姿

か
瑜

訟

に

よ

く
似

た
赤

訟
の
卜

を
ぶ

Ｆ

り
に
冖

．

川
島

に
禎
人
で

．飢
川
ル

ト

り
福

鳥
４
‐．

ｒ‐
Ｉ
　

丶

÷
ｉ
亅
‐‐

↑
」

ｉ

！

琵

ｄ

し
　

他

月

卜

Ｇ

乃

』‐

陸

あ

け

さ

れ

ぐ

懣

ば

れ

、

侈

ｌ

碵

え

ら

れ

た

の

が

呪

を

の

Ｉ

代

目

の

巳

ｒ

あ

る

．
．

暁

け

だ

叨

代

の

已

力

眼

休

に

は

、

囈

か

ぬ

冫

‘
ら

さ

れ

だ

Ｌ

に

尿

川

か

か

け

ら

れ

、

以

存

か

な

さ

れ

て

む

り

、

そ

カ

ド

に

に

．卜

力

祠

義

経

師

阡

が

祭

ら

れ

て

い

る
『
．こ

の

吃

は

汪

．い

時

代

の

中

頃

・
冫

り

、

奥

川

街

道

の

Ｘ

所

と

ｌ

て

、

咏

’
、

の

川

に

知

ら

れ

る
『
？

．

に

’．
‘
り

、

山

崎

叱

喘
Ｅ
の

Ｉ
。
蝮

ゐ

遊

び

一

川

川

ド

閙

の

ど

か

狄
‥

い

卜
．

一
．
奥

力

屹

海

丁

リ

．

だ

川

八

弔

二

ｕ
（

公

に

矼

府

の

偲

刈

御

巡

位

便
1
 ‐
1涌

阿

・

冫
．气

り

ｘ

｛
．”
地

誌

孚

ａ

’．
’ｔ

・
Ｑ

占

川

占

松

朴

の

「

東

遊

堆

ぶ

々

と

、

数

夕

の

杞

行

文

に

収

り

ｈ

ｊ

ら

れ

て

り

乱

に

な

″

だ

．

ま

た

、

．限

砒

東

剛

の

隋

に

は

、

寛

政

卜

．
．
弔

匸

合

ワ

ト

冂

に

汪

．卩

山

廴

人

’．
、
ｔ

．
气

随

占

堂

素

川

に

よ

．．

’
・
狄
‥
７

わ

し
・
「

義

経

の

腰

掛

に

一

の

碑

か

世

ご

八

れ

て

ぃ

る

川

扣

円

卜

址

乍

．
．
川

、

町

で

は

．人

叺
一
ぷ

冫

物

に

指

ぶ

し

、

そ

の

保

直

に

ｔ

″『
ミ

て

ぃ

う

．．

な

り

人

献

国

見

町

史

．

ｙ

．
・

川

を

．

口

淕
て

部

什

べ

廴

政

八

乍

．
６

け

……
…
村

組

頭

役

目

だ

』

国

分

Ｔ

占

夊

‘
’‥

■
表
紙

カ
メ
ラ
歳
時
記

③

「
ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

」

豆
っ
子
剣
士
に剣

道
の
指
導

「
小

字

校
四
年

の
時

、
小

・
中

学

生
混
（

口
で

の
試
介

が
あ

り
、

メ
ン

バ

ー
の

．
人

と
し

て
か
り

だ
さ
・
れ
、
そ

の
時

優
勝

し
、
以

米

、
剣
適
の

と
り

こ

に
な

り
ま
し

た
．ご
と
話
す

瀬
一
り
共

川

さ
ん

冫
″
山
字
西
Ｌ

野

丿

一
　
．
’．

卜

．
．歳
一
．

隘
週
月

・
金

曜
日

、
町
民

体
介
館

で

練
習

に
励

む
剣

道
ス
ポ

ー
ツ
少
年

叫

の
指

導
名
で

す
．

瀬
．卩
さ
ん

は
、

糾
Ｌ

．阮
段

で
、

数

ヤ
の
人
公

に
出
場

―≒

Ｌ

な
ｔ

の

で

も
、
小

学
校
四

乍

主
の
時

の
県
人

会

凖
優

勝
、
中

幸
校
ミ

年
生

の
畔
の

覗

川
本
人
会
個
人
の
部
優
勝
、
高
校
時

代
の
イ
ン
タ
ー
（

イ
県
大
会
団
体
の

部
優
勝
、
昭
和
四
卜
六
、
匕
年
国
体

県
人
会
佃
人
の
部
こ
年
連
続
優
勝
な

ど
、
輝
か
し

い
似
績
を
残
し
て
い
ま

指
導
す
る
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
剛

の
団
ｎ

は
約
丘
十
名
。
他
の
指
碑
者

の
人
た
ら
と
ご
見
っ
ｆ
剣
士
た
ち
に

予

と
り
足
と
り
。
汗
だ
く
で
教
え
て

い
ま
Ｆ

。

家
で
は
。
食
堂
を
営
ん
で
い
る
の

で
、

い
ま
は
月
。一
回
ほ
ど
し
か
練
習

に
行
け
な
い
と
の
こ
と
。
そ
れ
で
も

八
年
間
、
ｆ
ど
も
た
ち
を
指
導
し
続

け
。
み
な
、
り
っ
ぱ
な
剣
ヒ

と
し
て

育

じ
廴
い
き
ま
し
た
。

「
現
在
、
小
学
雀
の
息
子
二
人
も

剣
道
夊
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど

も
と
の
ｕ

ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
ま
た
。
健
康
の
た
め
剣
道
を
続

卜
で

い
き
ま
す
Ｊ

と
瀬
戸
さ
ん
。

厳
し
さ
の
中
に
も
、
子
ど
も
た
ち

を
日
｀
つ
め
る
目
に
は
、
や
さ
し
さ
が

た
だ
よ

ご
廴
い
ま
し
た
。



新
生
活
迎
動
で

深
め
よ
う

心
の
つ
な
が
り

新
生
活
運
動
は
、
昭
和
四
卜
九
年

八
月
ご一
十
一
口
か
ら
、
国
兇
町
総
ぐ

る
み
運
動
と
し
て
提
唱
さ
れ
、
明
る

く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

新
生
活
迦
動
の
輻
を
広
め
て
き
ま
し

た
。近

年
。
物
の
豊
か
な
時
代
と
な
り

生
活
は
非
常
に
澗

い
、
向
上
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
反
而
丿
物
”
が
先

行
し
「
心
」
の
豊
か
さ
を
失
い
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
新
生
活
運
動
は
、
町
民
み
な

さ
ん
の
生
活
慣
習
の
兄
直
し
を
図
り
、

お
互
い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
あ
っ

て
。
心
の
か
よ
う
、
よ
り
よ
い
地
域

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

今
年
も
、
次
の
こ
と
を
巾
し
合
わ

せ
、
み
ん
な
で
実
践
し
、
明
る
く
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
き

※

重
点
申
し
合
わ
せ
事
項

一
、
冠

婚
葬
祭
の

簡
素
化
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
．

①
結
婚
披
露
宴
は
簡
素

に
し

、
会

費
制
披

露
宴
を
取
り
入

れ

・
部
落
つ

き
あ

い
で
の
御

祝
儀

額
は
、
七
千

円
以
内

②
香
典
返
し
を
と
り
や
め

、
（

ガ
キ
で
礼

状
を
出

し
ま
し

よ

・
部
落
つ

き
あ

い
で
の
香

典
は
、
千
円
以
内

③
法
要
な

ど
は
近
親
者

に
と
ど
め
る
よ

う
に
し
、
接
待
は
で

き
る
だ
け
簡
素

に
し
ま
し

ょ
う
。

・
部
落
つ

き
あ

い
で
の
御
茶
湯

の
額
は
、
千

円
以
内

④

お
見
舞
な
ど
の
お
返
し

は
、
（

ガ
キ
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
部
落
つ

き
あ

い
で
の

お
見
舞

な
ど
の

額
は
、
千
円
以

内

⑤
成
人
式
の
晴
着
は
自
粛
し
ま
し

よ
う
。

一
、
何
よ
り
も
心
の
つ

な
が
り
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
会
合
の

時
間
を
厳
守
し

ま
し

ょ
う
。

て

住
み
よ

い
環

境
を
つ

く
る
た
め

。
川
や
道
路
、
広
場
を
き

れ
い
に
し
ま
し

ょ
う

。

一
、
す
べ
て
の

資
源
を
た
い
せ
つ
に
し

ま
し

ょ
う
。

一
、
祝
日
に

は
、
国
旗
を
か
か
げ
ま
し

ょ
う

。

国
見
町

新
生
活
運
動

推
進
委
貝
会

婦
人
少
年
室
協
助
員
に

阿
部
さ
ん

労
働
省
婦
人
少
年
局
で
は
。
各
地

域
に
お
い
て
、
婦
人
寿
少
年
間
胆
に

つ
い
て
実
情
を
把
握
し
た
り
、
相
談

に
応
じ
た
り
す
る
婦
人
少
年
室
協
助

員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

協
助
員
の
任
期
は
二
年
で
、
今
年

四
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
阿
郎
悛
恆

さ
ん
（
徳
江
字
中
ノ
内

匸

こ

が
、

桑
折
町
の
角
田
道
子
さ
ん
と
も
ど
も
、

国
兇
町
・
桑
折
町
・
伊
達
町
の
協
助

貝
と
し
て
、
労
働
大
臣
か
ら
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
婦
人
少
年
室
の
仕

事
に
つ
い
て
、
民
間
の
方
々
の
協
力

扱
助
を
得
て
、
婦
人
少
年
行
政
を
地

域
の
末
端
に
ま
で
浸
透
さ
せ
、
婦
人

少
年
行
政
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
か
れ
た
も
の
で

す
。協

力
員
の
仕
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
。
働
く
婦
人
や
働
く

磔
少
年
の
保
護
や
福
祉
に
関
す
る
問

題
、
家
族
従
業
者
や
労
働
者
家
族
の

問
題
、
並
び
に
婦
人
の
地
位
向
上
そ

の
他
の
婦
人
間
題
に
つ
い
て
、
地
域

の
実
情
を
把
握
し
た
り
。
相
談
に
応

じ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

協
助
員
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て

社
会
的
信
望
が
あ
り
、
婦
人
寿
少
年

間
題
に
深

い
関
心
と
理
解
を
も
ち
、

婦
人
少
年
行
政
に
禎
極
的
に
協
力
し

よ
う
と
い
う
然
意
を
有
す
る
、
主
と

し
て
民
間
の
有
識
者
に
労
働
大
臣
が

委
嘱
し
て

い
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら

明

る
い
家

庭
を

守

ろ
う

″
‥

六
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
。

毎
年
各
地
で
は
、
土
石
流
・
地
す

べ
り
・
が
け
崩
れ
が
頻
発
し
、
尊
い

人
命
や
財
産
が
多
数
失
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
符
に
山
手
で
は
、
こ
の
よ
う

な
災
害
を
な
く
す
た
め
に
も
、
十
分

注
意
を
は
ら
い
ま
し
よ
う
。

六
月

｝
日
か
ら
一
二
十
日
ま
で
は
、

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
と
し
て
、

全
国
的
な
連
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま

す
。注

意
し
た
い
気
象
条
件

＠
長
い
雨

降
り
始
め
て
か
ら
百
ミ

リ
を
超
え
る
よ
う
な
時

＠

強
い
爾
　
一
時
間
に
二
十
ミ
リ
を

超
え
る
よ
う
な
時
。

＠

地
－

強
い
地
震
の
畤
や
、
地
震

纔
の
雨

特
に
危

険
な

が
け
の
条

件

＠
傾
斜

一
二
十
度
以
上

＠
高
さ

五
メ
ー
ト
ル
以
上



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
縁
ｈ
松
男
さ
ん
｛
寓
町
巾
｝
か
ら

一
万
円
‐

故
惣
古
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
高
橋
勝
美
さ
ん
（
山
崎
北
）
か
ら

五
万
円
‐

故
外
記

さ
ん
の
ご
遺
志

◆
佐
久
間
勝
雄
さ
ん
（
富
町
北
）
か
ら

五
万
円
－

故
（

ナ
さ
ん
の
ご
遺
志

県
北
中
学
校
に

◆
菊
地
忠
平
さ
ん
（
石
母
Ⅲ
出
身
－
　

現
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
）
か
ら

油
絵
｛
コ
チ
ア
街
道

｝
一
点

◆
国
見
町
将
桃
同
好
会
か
ら

将
桃
盤
・
駒

八
組

◆
県
北
中
学
校
野
球
部
支
援
会
か
ら

バ
ッ
ト
四
本
、
一
万
円

藤
田
小
学
校
に

◆
菊
地
忠
平
さ
ん
（
石
毋
田
出
身
Ｉ

現
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
）
か
ら

油
絵
（
オ
リ
キ
ー
リ
ア
）
一
点

◆
吉
田
マ
キ
さ
ん
（
山
崎
舘
）
か
ら

雑
布
百
枚

大

木
一
尸
小
学
校

に

◆
松
浦
繁
一
郎
さ
ん（
大
木
戸
）
か
ら

五
万
円
卜
大
木
戸
小
学
校
創
立
百

十
周
年
を
祝
し
、
牧
宵

の
充
実
資
金
と
し
て

◆
大
木
．尸
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会

か
ら

シ
ー
ソ
ー
｛
六
万
五
千
円
相
当

｝

（

廃
品
回

収
の

益

金
で

）

小
坂
小
学
校
に

◆
石
原
厳
さ
ん
｛
楝
式
会
社
石
原
商

店
社
長

｝
か
ら

児
意
図
書
（
五
万
円
相
当
）

※
阿
部
栄
一
さ
ん
（
泉
田
下

）
は
、

休
日
を
利
用
し
て
、
屋
外
般
蠑
（

ぷ
ら
ん
こ
、
す

べ
り
台
、
鉄
棒
、

式
台
な
ど
）
の
ペ
ン
キ
塗
り
竹
え

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

町
に

◆
東
北
電
力
株
式
会
社
福
鳥
営
裏
所

か
ら
　

防
犯
灯
｝二
灯

戸籍の窓口
（5 11 受付 分）

出生おめでとうございます

f･ の 名　 霈縵?1　　 部　落

由美r･(ゆ み こ)遠藤 喜正 山　 槻

和　而(か ず き)安藤　 档 前　 Ⅲ

唏　寛(やすひろ)鈴木 竹彦　本　 町

麻　美{あ さ み}後膝　秀明　源宗山北

里　美(さ'と み

葵　'以 み さ と)佐膝　秀利　 石母田西

ご結婚おめでとうございま'す

氏　　 名　　　　　　 郎　冪

陀 藤 和 也　　　　 大 町 南

肥田野 真理子　　　　 新 潟 県

菊　地 富　75　　　　1　 十

菊 地 悦　子　　　　 碪　 十

古　|||　英　壽　　　　 石毋川家

小 原 茂 子　　　 岩 手 県

責 藤　仲　一　　　　 只　　Ⅲ

佐 雌 側 子　　　 宮 城 県

村　上　金　正　　　　 山　 根

野 間 美代子　　　　 宮 城 県

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年紬　　　 郎　落

人 槻 だけよ　　83　　 第 十 二

高　原　亀 破　　79　　･j ヽ　坂

す く す く ダ イ ヤ ル
谷 53 一 8222
よい子を育てる家庭教育電話相談

（月）・【水】一般的｛学識経験者｝ ９：匐～15:30

｛ 金丿 専門的1 医師、心理学者｝　　9:30 ～12 : 30

家庭教青でむ子さんの

(Ξ)健康 ＠しつけ( Ξ〉交友関係(1) 退路………など

親として気がかりなことや悩んでいることについて、棚談者といり

しょに解決の方法を考え助言します。

どなたでもｰ どこからでもｰ お気軽にｰ どうぞ

人 口 と 世 帯
６月１日現在(前月比)５月中のうごき

人
　
　

口

男5.871 人(  十 8  )

女6jl 剛 人 ｛ － ３｝

計 12  :  055 人(  十 5  )

世帯数 2  , 3戸（士Ｏ）

転 入　26人

転 出　24人

出　生　６人

死 亡　３人

心配ごと相談日
場所：役鳩二階相談室（東側人Ｕ〃らお人9 FIい）

時間：９畤～1試繁

こまったことや、相謫ごとがあり ましたら、

お気僅にご相謫下さい。秘密は絶対|二守ります。

( 相談只)

６月 日 (月）菅野 賛郎・簗瀬 貞子

７月５日（木）樋口 柵三･ 佐藤マサイ

７月Ｍ日（土）曳地 番作・高鴣 恵予

６月　水無月（みなづき）

17 日 ( 日 ) 父の 口

20H 4 水） 定例町 議 会（予 定）

･ 日 ( 木）一夏　 至

23 日| 土J オ･J ンピ.ツ タデ ー
廴t-,－Xr. ”　, ●.･-i-･一心&t･XJ

ワ月　文月（ふみづき）

１日 【日】国 民安 全の 日

安 全迎 間

７日（ 土）小 暑、 七夕

日 ( 水） 満 ．月.-
--　J　 ・　　 ・



公
民
館
だ
よ

り

国見町公民館

8 5 - 2 6 7 6

〔有〕4  1  5  0

乳
幼
児
・
婦
人

成
人
各
学
級
開
講

◇
乳
幼
児
学
級

町
内
に
住
む
、
つ
歳
児
か
ら
…
歳

児
を
お
育
て
の
お
母
さ
ん
、
お
ぱ
あ

さ
ん
た
ち
の
学
習
の
川
と
し
て
の
孔

幼
児
学
級
が
、
八
川
卜
六
日
午
後

．

時
ｔ
か
ら
開
講
し
ま
し
た

当
日
は
教
育
長
、
館
長
の
あ
い
さ

っ
の
あ
と
、
担
当
に
か
ら
教
室
川
設

の
目
的
．
意
義
、
学
習
計
両
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
．

乍
習

と
’
こ
・
二

叫

か
・
气

、．時
不

ま

で
．

福
鳥
小

立

哨
水
小

学
校

艮
ド
山

政

．
先
生

か
・
り
「
家

庭
の
教

育
的
機

能

と
役
割

」
と
題

し

ご
、
現

代
の
家

庭
川

壌
、

女
性
の

ラ
イ

フ
サ

イ
ク
ル

、

女
性

の
家

庭
責
任

な

ど
の
仔
心

義
な

講

義

を

い
た
だ

き
ま
し

た
Ｉ

な

む
こ

の
学
級

は
、

お
母

さ
ん
方

が
ゆ

ン

气
り
勉
強
出

来

る
よ
う

学
習

時

間
中

は
、

ポ
ラ

ン
子
イ

ア
の

卜
六

Ｘ

の
皆

様

が
’ｒ
ど

も
た
ら

を
体
育

館

な
ど
で

傑
育

し
て
ド

さ

り
．
学
級

生

の
皆
様

、
関

係
機

閏
か

ら
人
変

感
謝

さ
れ
て

お

り
ま
Ｉ
．

現
血

学
級

生
．．一

卜
・
．名

が
卜

‘
．Ｈ

ま
で
．

冂

．
川
か

ら
．一
川

程
度

学
習

し
て
一
汀
き

ま
す
．

へ
７
後

は
、

六
Ｈ
Ｉ

卜

Ｈ

『
望

ま
し

い
富
庭

だ

ん
ら
ん

や
行
嘔

の

あ
り
方

に

つ
い
て
考
え

る

』
ヒ

Ｈ

は

ｆ

ど

も
の
成
長

と
発

達

」
と

い
う
題

で
幸

習

し
て
行

き

ま
す
．

ま
た

．
般
の

力
の

聴
講

も
・
黻
迎

い

た

し
ま
Ｉ

の
で
公

民
鯨

ま
で

問

い
合

せ
ド

さ

い
．．

◇
中
央
婦
人
学
級

斤
川

．
．
卜

．
．囗

’
水
一

公
民

餘
で

町

長
4
.’礼

者

に
、
町

内

に
居
什

す
る

婦

人
を
対

象

と
し
た

巾
臾

婦
人

学
級

の
川

講
式

が
行

わ
れ

ま
し

た
．．

武

修
了
陵

、
第

．
川
川

と
し
て

、

こ

ね
か
ら

の

幸
習

を

す
す

め
る

に
あ

た

り
．

一
婦
人

と
十

習
」

に
つ

い
て
、

叫
婦

人
教
斤

指
導
μ

の
人
森

璞
。Ｌ
先

喰
夊
講

師

に
行

い
ま

し
た

．

続

い
て
、

役
Ｕ

選
出

、
次

の
方

た

ち

に
決

ま
り

ま
し

た

．

昏
‐日
長

副
委
口
長

会
　
討

片
久

間
輳

。Ｌ

膏

野
　

好
・ｔ

八

鳥

き
ぇ

子

後

藤

ッ
ヤ
子

な

む
．
こ

れ
か

ら
で

も
結

構
で
す

の
で

、
婦
人

の
み

な
さ

ん
．
共

に
学

習

い
た

し
ま

せ
ん

か
．

Ｌ

日
り
の
学
刻
い
は
、

七
り

卜
八

日

一

水

匸

わ
が
町
を

知
ろ

う

と

い
う
こ
と

で

「
郷

土
史
跡

探
訪

」
を

’よ
正
し
て

お
り
ま

す
「
．

文

化
団

体

紹
介

木
　
曜
　
会

代

去
　
内

池

和

子

木
曜
公

は

、
Ｈ

一
川

の
読
Ｋ
‥
会

を

続
い

て
へ
’
年
で

尾
午

に
な
り
ま
１

．

光
年
ま

で
、

村
Ｌ

直

治
先

皿
の

磚
指

４

を
受

け
、
昨

弟

か
ら

は
、
社
公

教

育
ｔ

嘔

の
渡
辺

先
生

に
請
飛
を

お
即

い
し
て

お
り

ま
Ｉ
‐

読

書
会

の
今

年
の

テ

ー
マ
は

、
昭

和

に
入

っ
て

か
ら

の
凵
本

の
文
学

作

品

を
傾

向
別

に
少
し

づ

つ
年
代
を

追

っ
て
銃
ん

で

ゆ
き
、

ア

ウ
ト
う
イ

ン

を

掴
む

と

い
う

こ

と
に
な

っ
て

お
り

ま

す
。
会
ａ

は

現
在

卜
二

名
、
忙

が

「
‘」
い
Ｌ

婦

の
こ

と
と

て
、

令
八

が
眼

る
こ
と
も

珍
ら

し
く

、
吹

叫
の
夜

や

む
跿

り
な

ど
、

何
か

と
休
会

し

が
ち

で

。
先
生

に
呆

れ
返

ら
れ

は
し
ま

い

か

と
思
・
７
程
で

す

が
、
万

事
の
ん

び

り

と
し
て

い
る

こ
と

が
、
会

を
長

続

き
さ
せ
て

い
る
の
か

も
知

れ
な

い

、

な

ど
と
皆

で
語

り（
（

つ
た

り
し
て

お

り

ま
す

。
と
も

か
く

勉
強

と
い
う
よ

り

は
。
作

品
を

芯
に

し
て

括
り
合

う

こ

と
が
多

く
時

間
を

忘
れ

て
楽
し

ん

で

お
り
ま

す
。

五

十

。二
￥

か

弖

二
年

間
勉

強
し

た

藤
材

に
つ

い
て

は
修

幸
旅
行

の
意
味

で
木

曽

に
旅
行

’
｝
て

き
た

の
も
楽

し

い
憶

い
出

で
す

。
ま

た
、
五

卜
四
年

か
・
气

さ

さ
や

か
な

手
作

り
会
報
を

出
し
、
巌
近
五
吁
が
出
来
ま
し
た
。

読
皿
‥
会
の
他
に
会
の
仕
事
と
し
て

珊
視
児
の
た
め
の
拡
人
写
本
作
製
と

国
見
町
内
の

万
民
話
き
き
が
き
“
と

が
あ
り
ま
す
。
写
本
に
つ
い
て
は
、

食
口
外
の
力
た
ら
か
ら
も
応
援
を
受

け
、
呪
在
ま
で
卜
冊
の
本
を
贈
呈
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
話
き
き
が

き
は
、
丘
卜
四
年
よ
り
、
各
方
部
の

方
々
の
卿
協
力
を
肖
て
続
け
て
お
り

ま
す
が
、
も
う
少
し
、
む
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
幼

い
時
に
む
聞
き

に
な
っ
た
昔
ば
な
し
。
ざ
っ
と
昔
、

攻
は
、
昔
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
語
っ

て

い
た
だ
け
る
方
が
あ
れ
ば
、
足
非

御
一
報
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

読
む
こ
と
も
。
耆
く
こ
と
も
、
ぶ

た
つ
む
ツ

の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
し

て
い
る
会
で
す
が
、
楽
し

い
会
で
す
。

同
好
の
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



◇
成
人
学
級

去

る
五
Ｈ

Ｉ

卜
．・
．日

（
水

）
町
公

民
館
第

一
会

議
室
で

、
町
長

臨

席
の

も
と
、

学
級

生
卜
八

名

が
出

席

し
て

開
講
式

が
行

わ
れ

ま
し
た

．

開
講

式
終
了

後

、
幸
習

と
し

て
、

元
小

学
校
長

．
田
村

操
先

生

か
ら

「

家
庭

に
お
け

る
人
間

関
係

」

の
テ

ー

マ
で

講
義

が
行
わ

れ
ま

し
た
．

な

お
役
員

は
次

の
通

り
決

ま
り

ま

し

た
．

委
口
長
　

奥
山
　
忠
雄

副
委
口
長
　
野
村
チ
ョ
ノ

会
　
計
　

ｕ
ｒ
川
　

梢

六
川
の
幸
習
予
定

六
日
卜
八
日
（
Ｈ

）

研
修
旅
行
（
白
河
、
棚
倉
方
面

）

六
り
ニ
ト
九
日

’
金

）

「
大
人
の
立
場
と
責
仔
」
と
い
う

課
題
で
学
習
し
ま
す
。

体

育

館

に

屋
外
時
計
設
置

町
公
民
館
広
川
に
而
し
た
体
育
館

屋
外

に
時
叶
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
、
公
民
館
事
務
室
へ
時

間
を
聞
き
に
米
て
い
ま
し
た
で

広
場
、

公
園
利
用
者
等
に
と
っ
て
は
人
変
便

利
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

公
園
、
広
場
を
早
刺
・
日
中
・
夕

方
・
散
歩
・
運
動
等
で
使
用
さ
れ
る

方
、
ぜ
ひ
御
利
用
下
さ
い
。

の
県
人
会
を
目
ざ
し
頑
張
り
ま
す
。

菊
地
さ
ん
が

油
絵
を
寄
贈

生
ま
れ
故
郷
で
初
の
伽
展
を
開
い

た
ブ
ラ
ジ
ル
ー
サ
ン
バ
ウ
ロ
巾
在
住

の
洋
画
家
菊
地
忠
平
さ
ん
が
卜
匕
川

兄
の
忠
顫
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
公
民

館
を
訪

れ
油
絵

を
寄

贈
さ
れ

ま
し

た
。

忠
淤

さ
ん
は
石

母
川

の
生

れ
で

、

昭
和
。二
十

年
、
福

島
Ｌ

業
や

業
後

ブ

ラ
ジ
ル

に
移
住

さ
れ

ま
’‐』
た
。

丘
‐‥り
九

川

か
ら
卜

。二
日
ま

で
福

鳥

μ

の
山
田

デ
パ

ふ

卜
で

『
翼

国

ブ
ラ

ン

ル
を

楠
く

』
と
題

し
た

個
展
を

開

催

、
絵
画

フ
ァ

ン
の

注
目
を

集

め
ま

し
た
。

忠
淤

さ
ん

は

「
ふ
る
さ

と
で
展

覧

会

を
開

け
て
夢

の
よ

う

」
と
人

い
に

感
激
し

、
こ

れ
を
記

念
し

て
公

瓜
館

に
絵
を

寄
贈

さ
れ
ま

し
た

。

贈
ら
れ

た
絵

は

「
イ

ビ

ウ
ナ
の
町

」

（
Ｆ
８

号

）
で
、
占

い
教
会

が
素

朴

な

タ
ッ
チ
で

描
か

れ
た
作

品

。
公
民

館
で

は
四

目

に

オ
ー

プ
ン
し

た
動
労

者
体

青
七

冫

タ
ー
の
ロ

ビ

ー
に
？

速

掲

げ
、
町

民
の
日
‥
を
楽

し
ま

せ
て

い

ま
す

。

第
一
回
、
郡
大
会
に
優
勝

国
見
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

．瓦
口
り
卜

囗
、

桑
折

町
民

越
動

場
で

開
催
さ

れ
た
第

一
回

伊
達

邸

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大

会

に
は
．

郡
内

各
町

か
ら

四

ト
ハ

チ
ー

ム
が
参

加

、
盛
人

に
行

わ
れ
ま

し
た
．．．
当
町

か

ら
は

愛
好
会

Ａ

．
Ｂ
Ｉ

チ

ー
ム

が
出

増
、

激
戦
の

末
Ａ
チ

ー

ム
が
決
勝

戦

で
桑
折

北
町

Ａ
チ

ー
ム
を

破
り

、
初

の
県

協
会

長

亀
岡
高

夫
杯

と
福
．隘
理
嘔

長
杯

を
接

得
し

ま
し
た

．

ま

た
瓦
月

卜
六

日
の

第
一
．一
川

福
信

年
金

友

の
会

ゲ
ー

ト

ボ
ー
ル
人
会

に

も
決
勝

戦
で

川
俣

新
沖
町

チ

ー
ム
を

破

っ
て

優
勝

し
ま

し

た
・’・

な

お
今
秋

町
民
学
校
生
徒
募
集

公
民
館
で
は
。
昭
和
五
卜
九
年
度
佃

關
町
民
幸
枚
を
左
記
の
と
お
り
開
設

い
た
し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
ド
さ
い
。

Ｉ
闘
設
科
目
‥
と
内
容

◇
短
歌
教
室
（
毎
週
月
糶
日
）

○
内

容
　

‥‥‥
々
折

々
の

想

い
を

う
た

に

○
講

師
　

き
ぴ
た

き
短

歌
会

会

長
小

野
た

か
子
先

生

○
定

貝
　

こ
丁

名

〇
時

間

午
僮
七

時
丿二
十
分

か
ら

午

後
九
時
一
ニ
ト

分

Ｏ
川

数
　

六

回
（
％
％

気

名
４

％

）

◇
山
水
画
入
門
（
毎
週
水
一

日
）

Ｃ
内
容
　
糾
絵
で
心
に
ゅ
と
り
を

０
講
師
　
旺
玄
会
々
員

石
原
兄
雲
先
生

０
定
八
　
１１二
十
名

Ｏ
時
間

午
後
七
時
一
Ｊ一
卜
分
か
ら

キ
後
九
時
一
二
十
分

〇
回
数
　
六
回
（
％
％
％
沁
％
％

）

◇
料
理
教
童
（
月
一
回
繁
一
土
皿
日
）

○
内
容
　
四
季
折
々
の
科
理

○
講
師

樋
ロ
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ

デ
ミ
ー

樋
口
和
歌
子
先
生

○
定
員
　
．こ
卜
名

○
時
間

キ
僮

．
時
一
二
十
分
か
ら

午
後
四
時

〇
同
数

九
回
（
男
％
％
％
％
髫

堝
％
％
‘

◇
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
（
毎
週
會
曜
日
）

○
内
容

基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に

０
講
師
　
国
兄
町
公
民
館

佐
藤
政
弘
先
生

○
定
ロ
　
ニ
ト
名

○
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
一
二
時
三
十
分

〇
回
数

六
回
（
‰
％
沁
４
泌
％
）

２
受
講
料
・
人
講
料
五
〇
〇
円

（
申
込
時
に
納
入
）

・
材
料
費
等
は
実
費
負
担

３
対

象
・
町
内
在
住
及
び
町
内
に

動
務
し
て
い
る
成
人
男

女

４
中
込
期
限

六
月
ニ
ト
五
日

５
問
い
合
せ
　
町
公
民
館
ま
で

ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
ａ

ぺ
甼

二
（
七
六

㈲
四
一
五
六

▲設置された厘外時肝

Ａ優勝した愛好会チーム



町
営
牧
場
で
開
牧
式

好
天

に
忠

ま
れ

た
れ
Ｈ

。
。卜
六
日

、

町
営
牧

場
で

、
高
槁
友

義
町

牧
野
柤

合
長

は
じ

め
、
佐
藤

淬
ｈ

エ
門

町
長

、

県
や
町

、
畜

産
農
家

の
関
係

肖
ら
約

六
卜
名

が
出

席
し
、

町
営
牧

野
の
鬨

牧
式

が
行
わ

れ
ま
し

た
乙

今

年
は

。
例
年

に
な

い
災

常
飢
象

の

た
め
牧
叺

が
青

た
ず
、
昨

年
よ
り

卜
七
日

遅

れ
と
な
り

ま
し

た
が
、
町

内
ミ

」ｒ
．二
戸

の
農
家

か
ら

、
ｆ
ｔ

六

頸
を

含
む
一
二
十
八
頭

が

。
斉
に
放

さ

れ
１

１
だ

匁
ヽ
力
川

、
陝

い
畜
も
‥
で
刈

こ

’・
て

き
た
ず
む
Ｉベ

‥
弌

広

ヤ
ード

‐
气
牧

場

を
刀

び
の

ぴ
と
走

り
ま

わ
り
。
１

た

り

。
而

に
し

げ

。
た
細
緑

の
牧
草
４
・

刀

ん
び
り

と
は

ん
で

い
ま
し
た

放
牛
ｔ

は
、
Ｉ
ト

圧
凵
ｔ

で

に
べ
口

わ
せ
で
じ
ト

ミ
頭

と
々

り
、
卜
り

中

旬

ま
で
、

ヤ
マ
で

の
黽

柚
を‐
。楽

し
り

こ
と

に
々

り
ま
十

マ
レ
ー
シ
ア

フ
ィ
リ

ピ
ン

の
青
年
が
東
陶
’

こ
ト

ー
世
紀

友
佶
丿

画
ア

セ
ア

『
／

４

年

受
人
れ
巾

業

「
‘国

が
丘

り
乍
計

画

で
‥
阡
う
ｔ

の
で

八
Ｘ
弔

が
叨
弔

度
一

で
末
日

し
た
、

ア
セ
ｙ

ン
各
国

の
Ｕ
川

年
だ

も
の
５

ら
こ

卜
尼
Ｘ

が
末

陥
し

．

県
内

各
地

に
民

柚
し

ま
し
た

わ
が
町

に
は

、

マ
レ
！
シ

ア
ヵ
ア

ブ

こ
フ
ヒ

ン

ー
ビ
・
／
・
フ

ブ
ン
ン

さ

人

万

卜
九

歳
・

力
自
り

川
東

力
Ｓ

藤
癶

…匣
さ
Ｉ
心
七

に
、
本
冫
．・
、
フ

ィ
リ

じ

’
う
Ｉ

／
．
・

口
ａ

リ
　

ゾ

・
万

々

で

で

Ｉ

二
‥‘一
八

匸

．卜

．ｒ
、
歳
・`

か
夲
町
の

紺
町
心
．・Ｌ

さ
八
七

に
．
’７・

れ
ぞ
れ
民

柚
‐
’ま

．
λ
‐゙一

佐
藤
さ

λ
は
、

祐
岬
府

の
占

―
の

船

で
、
ま

た
、
紺

野

さ
人
は
福

鳥
県

片
人
の
附
で

、

と
も

に
加

外

派
遮
八・

琵

験
が
あ

り
、
そ

の
経

験
４
１．咀

か
じ

て

乃
受

け
入

れ

と
な

っ
た
も
の

で
亅

．

ａ

Ｈ
．
．卜

瓜
目

か

ら
．
．卜
匕

日
ま

ひ
の
．．
．川
川

、
川

乍
滞

在

．
今
川
間

の
・
Ｊ
ち
の

、
短

い
川
問

の
民

泊
で
は

あ
り
ま
し

た
が

、
そ

れ
そ

れ
の
家
・
叺・

で

フ
ラ
イ

？
‐
ト

タ
ｆ

ム
を

過
．・一
し

た
Ｉ
人

は
．
ｊ

妣

や
食

べ
拘

、
凹
儂

の
違

い
は
あ

っ
た
礼
の

の
、

と
て
し

満
耻
し

、
μ

ん
で

耐

ら
れ

た
と
の
こ

と
で
于

．

伊
達
支
部
幹
部
ら

三
百
三
十
余
名
が
集
う

臨

．
１
・ｈ
㈲
以

消
防

協
会
呻

凉
こ
．、

汕

叶
拙
廴
介

か
、
六
川

．
囗
Ｔ

前
！

時

か
・
≒

国
見

町
体
育

館
４
．登

川

と

し

て
、
伊
達
七

町

力
消

防
川
幹

部

と

各
町

町
長
、
議

長
ら
木

寳
約

．．．．自

．
．

ト
ヘ

か
出
席

’
』で
開

か
・
れ
ま

’‐・
だ

吶
喊
消
防
川
い

に
吋
’‐と

黙
と
う

夕
．さ
さ
９

だ
あ
・
气

開

桃
支
部

輿

が

式

辞
4
.
述

べ

佐
藤

ぶ
Ｉ

Ｌ
門
町
長

が
、
黻
迎
の

あ

い
さ
っ
を
Ｉ
し
ま
Ｉ

た
　

席
Ｌ

、
各

種
八
彫

の
伝
達

、
伊
達

な
、
部
雌
人
彰

か
行

わ
れ
、
受
賞
μｕ
を

代
衷

し
て
．

菊
地
昭
平

さ

ん

・．
石
け

川
・

が
、
謝

辞
を
述

べ
ま

｛

｝た
．

陋
凵
川
長

か
ら
、

開
催
地
団

長
の

謝

辞
が
述

べ
‘ら
ね
、
哢

や

い
だ
雰
叫

気

の
中
で
大
会

の
幕

を
閉

じ
ま
し

た
．

▲のぴのぴと走り まわる牛たち

Ａ佐藤秀世さんとフッシンさん（中央）

▲紺男恵子さんとジェーンさん（左）

▲体育館で行われた幹部大会

～国見町民憲章～
1｡あたたかく 。たすけあう町をつくりまし ょう。

1.楽しく 働いて 。豊かな町をつくり ましょう。

1.すこやかで｡ よろこ ぴに生きる町をつくりまし ぶう。

1.力をあわせて ，すがすがし い町をつくりましょう。

1.勲育と文化を高め, 希望にみちた町をつくりましょう。
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